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【学校の教育目標】 
 ◎ 夢（ゆめ）にむかって ともに学びあう学校 
  ・すすんで勉強する子 

・自分からあいさつのできる子 
・仲よくたすけあう子 
・じょうぶな子 

 

地域の宝を大切に 
～田島の獅子舞＆田島ケ原サクラソウ自生地～ 

 

                                校 長  白石 德一郎 
 
 本校はユネスコスクールとして特色のある教育活動に 
取り組んでおりますが、さいたま市指定無形民俗文化財 
である「田島の獅子舞」の鑑賞と、国の特別天然記念物 
である「田島ケ原サクラソウ自生地」に関する学習は特 
に他校に誇れる素晴らしい教育活動であり、今後も継続 
してほしい教育の一つです。 
本校はコミュニティ・スクールとして「地域や保護者 

とともに、地域のつながりを大切にし、地元を愛する子 
どもを育てる」ことを目指しています。田島の獅子舞は 
田島氷川社に奉納されている４００年の歴史をもつ伝統 
芸能です。田島の獅子舞保存会の皆様の多くは三愛病院 
のお近くの本校の学区にお住まいで、保存会の方のお子様やお孫様が本校に通っておられます。また、田島
ケ原サクラソウ自生地も本校の学区から徒歩数分という距離にあり、本校の児童にはぜひ、地元の貴重な宝
について学び、後世に受け継いでいく担い手、語り手となってもらえたらと思います。 
１２月６日（水）に２～５年生が「田島の獅子舞」を鑑賞しました。笛や太鼓の音色、獅子の迫力に感動

し、来年もまた来てほしいという感想がたくさんありましたので、一部を紹介いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３月１日（金）に４年生がお世話になった「田島ケ原サクラソウ自生地を守る会」「田島ケ原のサクラソウ

を守る会」の方々をご招待し 
て学習発表会を行いました。 
児童は田島ケ原サクラソウ自 
生地のことを沢山の人に知っ 
てもらいたいと、学んだこと 
をパンフレットやポスターに 
して、桜区役所、桜図書館、 
プラザウエスト、田島公民館、 
土合公民館等に展示してもら 
いました。ホームページでの 
発信を選択したグループは本 
校のホームページに掲出して 
おりますので、ご覧いただけ 
たら幸いに存じます。 
 本年度も大変お世話になり、ありがとうございました。 

学校だより  

５年児童「私は獅子舞を見て、女子だけど「やってみたい」と思いました。私達の地元にこんなに大切なもの、伝統がある

のをうれしく思います。ぜひ、私達が６年生になった時も、来年の１年生に獅子舞を見せてあげてください！来年も見れ

ることを楽しみにまっています！」  

５年児童「ししまいが弓の間を通るのが私はドキドキハラハラしました。前にも１回見させていただいたことがあるんです

けど、２回目でもドキドキしました。私もやってみたいなと思いました。」 

４年児童「弓矢は東から西、西から東にとんでいて、それ以外にも笛の音もとぶタイミングに合っていてすごかったです。

花もちをこれからもやってみたいと思いました。最後にみんなが病気などにならないように病気をはらってくれてありが

とうございました。田島のししまいにもっと参加していきたいです。」 

４年児童「ちょうちんを持つ時の角度を 90°にとる。ししまいは水の神様。雨ごいをするため、ししまいは３びきで三角形

でした。弓の中に入る時、３回ふって、１回まわるを２回した時に、弓をひろげていました。」 

３年児童「400年前から続けているのがすごいなとびっくりしました。私もちょっとやってみたいなと思いました。来年も

来てください。」 

３年児童「私はおどりや音楽がいんしょうにのこりました。もう一度見てみたいと思いました。これからもおうえんしてい

ます。」 

２年児童「ふえのねいろがきれいな音でかんどうしました。わたしは田島のししまいをはじめて見たので、すごくかんどう

しました。あんなにすごいと思いませんでした。ぜひ、また来てください。」 

４年生が作成したポスターやパンフレットの一部 



 


